
一■

…
一
一

，
1
’

1　　　　　　　　　　　■

一．．

　　、

求．



GREET1NG

心強い、同窓生の活躍ぶり！

　　　　　　　　　　　斯邊国，仙獺夫学＾

　　　　　　　　　　平山　征夫

　同窓会員の皆さんお元気でO活躍のことと存じます。この4月から4代

目の学長として就任しました。よろしくお願いしま丸

　平成6年の本学開学の際、私は知事として関わリました．当時は本県の

大学進学率が金国最下位グループにあり、その原因のひとつに県内の受け

皿としての高等教肯機関の少なさが指摘されていました。ですから知事就

任と前後して提案された本学の創設に対しましては、直ちに県としての支

援を決めるとともに、地域の大学としてその役割を果たされんことに大きな

期待をしました由今回学長就任に当たり本学の卒業生を受け入れておられ

る企業の方々からrよい人を頂いています」r当社で大活躍して賛っていま

す」rこれからもよい人をお願いします」など言われました。これもひとへに

同窓生の皆さんの各分野でのこれまでの活躍のお陰と感謝申しま丸

　今年で15回目になる本年の入学式ではヨ26名のフレッシュメンを迎えま

した．その前3月には11回目の卒業生を送り出し、開学以来の卒業生は

ヨ247名になりました。金国的にも県内でも少子化等の影響から定員割れが

生じている犬学が増えている中で、本学が順調な新入生の受け入れが出来

ていますのも、皆さんのこれまでの活躍ぶりによるものです。今後とも本学

が地域において評価され、建学の目的を果たしていくためにも、同窓会会

員の皆古んの更なるこ活躍とみずき会の発展を心から祈念いたしま丸

　同窓ということは、理屈を超えた親近感を与えてくれます。同郷と似たとこ

ろがありますが㌔それは若い時同じ窒気を吸うからか有と勝手に解釈して

います。私も4月からそのみずき野の空気を吸っています。・6，7月の同窓会

等でお逢い出来ますことを楽しみにしておリますが、その際には同・じ空気

を吸っている仲間としてお付き合いください．

みずき会会員のみなさん、

　　　お元気ですか？

　　　　　　　　　　　みず昔会会＾

　　　　　　　　　高橋　　毅

本会が設立され今年で11年目、新たに312名の新会員を加え総員

3247名となりました．

　この春、大学では平山新学長を迎え、新たなる一歩を踏み出し

ました。反圃、内山初代学長にほ病気療養中のところ先般4月6

日、惜しまれつつお亡くなりになられました。開学より新潟国際情

報犬学の発展にご尽カされた内山学長先生に敬意を表し、心よリ

己冥福をお祈り申し上げます。

　出会いと別れの春が訪れ、大学に関わるハードやソフトが変化

していくように、みな古んも日々の生活の場で、より豊かに、より充

実した生活が営めるよう、わき目もふらず駆け続けていることでし

ょう。私たち世代はまだまだ何劇〔も全力疾走。時には走リを緩

め、あの目あの時、最高の時闇を共有した友人らに再会したいと

感じることもあるでしょう。会いたいあの人に再会できる場、それ

が総会です。

　今年の総会は6月15日（日〕、支部総会は7月5目（土）に開催し

ます。「人と人とが集い楽しめ、参加し易い環境を築いていくこと」

が、同窓会の様々な活動において一番大切なことだと考えていま

す。これからもr同窓生による、同窓生のための同窓会」を目指し、

会員はじめ母校にとって、」’あって良かったみずき会＾と言われるよ

うな会を創造していきたいと役員一同こころよリ願っております。



新潟
■目時■6月15目■≡■　　　　　　　　　　　イト＿　　盲野口●

　　総会：15聴O分～懇親会：16時～　ヨ；カト■

■会場■新湧国際椚報犬掌　　　　　　　　上却■舳
　　　新潟中央キャンパズ7F
　　　新鶉市中央区上犬川前遍幡町11肥　　　　　　　信■」■■　　　　□侃O

　　　TEL025一127－7111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躬龍靹■会竈■2、⑪OO円

■参加予定の教職ロー覧
　平山征夫串！

・㎜嘗肌蜘一舳■絆蜘蝋榊熟加』台繊ポ∴

　　一’，　　　　　　　　　一出1回．　　　　　　　，，＝．・．’一

東京含場閾東支部禽
■目時■7月5白．o

　　1・8時～

■会場／庄や　八童洲口店
　　　東京都中央区八圓洲1・8・ヨ

　　　鰍i八童淵ピル”
　　　TELOヨーヨ2フ6・05ヨ5

　　　八■瑚申央口よリ娃歩ヨ分

■会竈／ヨρOOFヨ

■参加予定の教蜘｝覧

　壺蠣哨箏＾
．，如・・角噸蝋小宵鯛嵐槻柚一

中　　日甜

＾　　口舎
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～たちは、いろんなジャンルで活躍しています。

国業生・1l1－1

は重大
、があります

任
“

責
肋

派手ではないけど、

「会社を支える」や

吉野 綾子さん24歳

9期生（H18．ヨ卒〕

東テク㈱新潟支店

管理部

　私はこの会社で経理を担当しています。

冥体的には、日常の経理処理に加え、決算資料の作成

や予算立てといった業務を担当しています。

決算・予算立ての日寺期は日常業務よリはるかに忙しく、

またプレッシャーもかなリ大きいです。間達いが許され

ないという状況な上にたく古んの数字との格闘が続き、

精神的にもかなリ辛くなります。しかしノそんな時に

救ってくれるもの、それはたくさんの方の支援です！先

輩、後輩が私を気に掛けてくれたり、励ましてくれたり、

教えてくれたりしてくれることは何よりのカになリます！

そして仕事をやり遂げた時の充実感と溝足感は忘れら

れないです一’

これからの目標はというと、経理業務は決して目立つ仕

事ではないですが、会社の方向性を財務的な面で支え、

r縁の下のカ持ち」的な存在になっていきたいと思って

います。



永井先生、樋口先生、

本当にありがとうございました！

　開挙以来、永年にわたリ新潟国際情報大学に多大な功績を残さ

れ、我貞も大変お世話になった情報システム学科の永井先生と樋口

先生が定年を迎えられました。去る2月16日（土〕、本校にて、お二人

の騒終…着義が行われました。武藤学長をはじめ、在学生・卒業生の

みなさん、教職員の方々など、50名以上の方々が聴講されました。

　永井先生は「私とインターネットの関わりおよぴ最近の話題一

Goog1畠を中心にして上樋口先生はr人工知能システム開発のこれ

までとこれから」という演題で、15年問の講師生活を締めくくりまし

た。

　講義終了後、参加者から花東が贈られ、さらに情報システム学科

長よ’人当学科の夏期セ三ナー留学先であるアルバータ州立大学か

ら感謝状が贈られました。

　我らが母校のためにご尽カいただいたことにあらためて感謝す

るとともに、今後のお二人のこ活躍とこ健勝を心よりお祈り申し上

げます。

く布窓生肺
　　　＼

｝国情”から出たJ’

野球で鍛えた精神力で
「攻め」の営業を貫きます

　　　＼

湊元　真介さん31歳

．’業生F1lE．1

営業

2期生（H11．3卒〕

石本金屑㈱
営業部

みなさんこんにちわ、nui；迷球界の湊元で丈野球部のみんな！

繋振リやってるかい？

私は現在石本金属／株〕という会社に勤めています。事業内容

は、既製・製作金物、ガラス、内装、外壁、断熱、外構、キッチン他

水まわリ等々各工事の現場管理と施工を行っています。

私は営業職として、中央、地元の大手建設会社はもとより、官公

庁、地元工務店、ハウスメー力一、時には個人ユーザーに至る幅

広いお客様とお付合いをさせていただいておリます、、

今年で勤続9年目となリますが、昨今の建設業界はホームラン性

の打球がピッチャーフライになるほどの逆風が吹き荒れていま

す山公共工事の減少、建築確認の厳正化による民聞工事の停滞、

原油をはじめとする資材価格の高騰等、建設業界をとりまく経済

状況は極めて厳しく、私にとっても営業活動をする上で深亥■」な間

題となっています。

しかしながら、この様な状況下にあっても、私を必要としてくださ

る多くのお客様に支えていただきながら、今日まで頑張ってまい

リました。成功（受注〕と失敗（失注〕の連続で、一喜一憂の目々で

すが、これこそが営業職の醍醐昧と自覚し、お客様に必要とされ

る営業マンになる為、さらなる努力を重ねています。

野球に例えるならまだまだ三回裏あたリ。九回嚢の逆転勝利に

向かってこれからも攻めていきたいと思います。
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1冊冊讐岬④ヲ柵イス　　1冊＾榊榊刷㍗
　　　　これから社会へ出る後輩たちへ、皆さんからのア農バイスをお待ちして
　　　　おります。自分が勤助ている会社のこと、業界の巨と、などなど何でも

　　　　簑暮篇；レニニニ」ルでお寄せくだ1い一

　　　　「同窓生の声・のコーナーでは・皆さんカ’らの投軸募集軋会社でのエ　j

　　　　ピソ■ドや近況報告など・思いのままに貸＝噌奉まに脅き綴って・下
　　　　記アドしスまでメr．一伊く’，だ’さ一い百’’’’’咀川’’’＝’’■＝＝’’

1鴛膿こ警見’脇ずき会事務局への礎など嚇；

～　　住所変1お知童らせ下さい

　　　　護鱒講蕉鮎■賂駕蔑方‘ま、新住所を下記アドしス　11

　　　　までメー几でお知傘くださ・㌔　　　　　　　1
　　　　正記の茶明養嚇物方々、現在の佳所をお知らせ一≦珪さム鯉以吐、ニニ．．串
　　　　方いらっ’し．中いましたら．教．えてください。　　　　　　　　　　　　　　≡

　　　□司≡朋宕リス・ト


